
＜指標＞

単位 H26 H27 H28 H29 R1

目標 450,000 450,000 450,000 490,000
実績 459,701 465,513 462,367 478,801 503,705

達成率 ％ - 96.7% 97.3% 94.0% 97.3%
目標 3 4 4 6
実績 3 3 3 6 3

達成率 ％ - 100.0% 75.0% 150.0% 50.0%
目標 5,600 10,000 19,000 21,000
実績 5,600 8,901 12,144 18,646 21,854

達成率 ％ - 158.9% 121.4% 98.1% 104.1%

目標 12 20 20 20

実績 12 12 20 21 20

達成率 ％ - 100.0% 100.0% 105.0% 100.0%

目標 34 40 50 75
実績 34 58 62 64 76

達成率 ％ - 170.0% 155.0% 128.0% 101.3%
目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅰ-1-3 施策名

施策の
方針

H30

１人当たり医療費（国保）
高齢化や医療費の増加傾
向の中で維持に努めま
す。

円
450,000

まちづく
り

の方針

施策の
目的

後発医薬品使用率
後発医薬品ジェネリック使
用での医療費抑制

65
74

113.8%

多職種連携の検討会、研修会
の開催回数

臼杵市Ｚ会議研修会（コア
会議、研修班の研修等）、
うすき石仏ねっと活用検討
会、多職種事例検討会
（認知症等）、認知症対応
力向上ケア会議

20

20

100.0%

施策の
内容

494,525
91.0%

「協会けんぽ」との連携事業数 共同で行った事業数
回

5

指標名 説明・算式・引用

3
60.0%

新規
指標

「うすき石仏ねっと」加入者数
（累計）

石仏カ－ド加入者数の推
進による医療分析

人
20,000

回

％

令和2年度以降
の課題

指標の分析

領域名 必要度 満足度

維持領域 2.41 1.57

「うすき石仏ねっと」加入者数は、当初の目標を超え増加しています。一昨年は国のEHR事業の目標である19000人を医師会等関係機
関と一丸で取り組み目標を大きく上回りました。今年度は加入者の人口５０％以上目標に加入促進を行い、達成しています。今後も「う
すき石仏ねっと活用検討会」等を開催し、引き続き連携の強化を図る必要があります。
多職種連携は事業開始４年を経過し、本来の趣旨を再確認したうえで方向性の見直し修正が必要と考えます。

・令和元年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足
度」ともに高く、「維持領域」に位置しており、取り組みの維
持・継続が望まれています。

市民意識調査
結果

（R1調査）

うすき石仏ねっとに関しては市内だけでなく、市外との連
携を望む意見がある中、大分市が石仏ねっとを基本とす
る医療ネットワーク構想を立ち上げ、近い将来大分市の
主要医療機関との連携が期待できます。
課題として、市内の連携実施医療機関等において、カード
の提示を積極的に行っているところと、そうでないところが
あり、各施設の共通意識を求められていると思われます。

市民意識調査
結果分析

20,346
101.7%

課名 氏名 内線

保険健康課 杉野　等 １１４０

医療・保健・福祉の連携

健康長寿を実現する

医療・保健・福祉・介護の連携により、個人や家族だけでは解決することのできない健康問題や生活上の問題・課題などを解決し、市民
が幸せを実感できるような社会的援助を受けられる環境づくりをめざします。また、医療・保健・福祉・介護を中心とした関係機関による
ネットワークの構築をめざします。

臼杵市 施策評価シート
（令和元年度）

評価
担当者

・「うすき石仏ねっと」の支援や在宅医療連携事業など医師会等関係機関との連携の充実を図ります。
・地域包括ケアシステム構築に向けた多職種、専門職の連携・強化を図ります。
・市内の医療・保健・福祉・介護に関する情報提供を行います。

生活の土台を築き、笑顔あふれる市民が暮らすまち（健康福祉）

実績の推移

「自助：自分の健康は自分で守る」という個人の意識向上に、地道な啓発を「共助：地域住民がともに自分の健康管理に
努め、地域ぐるもで取り組む体制と認識の向上」を図る必要がある。そのために「公助：各種検診受診率向上や、石仏
ねっとの普及とサービスの拡充を図る」ために、医師会等関係機関とより連携し、地域包括ケアシステムの構築に向け
て、協力に取り組むことが求められます。

1.00
1.15
1.30
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1.60
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＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
見込み

1
保険健
康課

○ 11,530 10,547 11,702 重点化 ○

2
保険健
康課

○ 25,220 27,749 30,624 重点継続

3
保険健
康課

○ 4,627 4,561 4,576 重点化 ○

4

5

6

7

8

9

10

41,377 42,857 46,902 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長評価

重点施策であり、前
期計画終了（2019
年）までに強化する

進捗状況

順調

医療関係機関と連携して、安全で質の高い医療・福祉・介護サービスの提供をめざし取り組んでいるうすき石仏
ねっとは、加入者も２万2千人に近づきえ、市民の60％弱の方が加入する非常に関心の高いシステムです。令和元
年度より大分市において、「うすき石仏ねっと」方式による医療連携ICT事業を開始し、令和４年度稼働に向け構築
を進めている。大分市での稼働により、臼杵市から多くの市民が受診している主要病院との連携ができることによ
り、現システムとの連携で更なる重要性を増していきます。大分大学附属病院、天心堂へつぎ病院、津久見中央病
院及び豊後高田市の安心ネットとも供用開始。着実に実績をあげ、一定の評価を受けています。今後も普及啓発、
効果検証、保健事業への活用に加え、市民が加入しているメリットを実感できるアプリサービス等の導入を進めて
いきます。
　在宅医療・介護連携推進事業「臼杵市Z会議」については、多職種連携を強化し、地域包括ケアの実現に向け、取
り組みの強化が必要です。

進捗状況 内部評価

- -

課の
重点

※運営計
画記載

課長
評価

公
共
５
ヵ

年

外部評価

-

合計

評価のコメント

在宅医療・介護連携推
進事業

介護保険制度
の円滑な運営

他の
関連施策
コード

うすき石仏ねっと事業

医療費適正化事業

事業費（単位：千円）

事業内容

医療・保健・福祉・介護を中心とし
た関係機関によるネットワークの
構築

医療費の適正化に向けた取組

医療・保健・福祉・介護に携わる多
職種と行政が連携し、多職種協働
で在宅医療・介護を一体的に提供
できる体制を構築します。

事務事業名

担当課
※実施
した課
を記入


